積尸気-プレセェペ星団 by 野尻, 抱影
Title積尸氣-プレセェペ星團
Author(s)野尻, 抱影




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
182
積　氣 プレセェペ星團
野　　尻　　抱　　影
　このところ三四年は，双子座・蟹座。獅子座の一帯は，往くさ曇るさの
星の族人で忙しいことである，双子座には，言ふまでもなくまだ木星がみ
る．此の座のδの近くにるて，姿を滅多に見せない冥王星を忍術の甲賀者
とすれば，木星は某の老公の微行の姿だらうか，カス　　さんと，
クスさんと二入の家來がついてみるなどとは申さぬことである．蟹座には，
火星が血に渇いナこ侍のやうな無氣味な其目を光らせてみる．獅子座は，，此の
聞そ。）宿はつれをエロスが早飛脚のやうに解け抜けて行つナこばかりだが，
こSにはレグルスの側に恐しく長逗留の海王星がみる．そろそろ近：つく此
の座の花火大脳　　　レオニヅ流星群をゆっくり見物しようといふのかも
知れない，その來年の十一月には火星も獅子座に移ってみる筈である．
　こんな諜で此の冬は，いつもは照り目につかない蟹座とその是團とを，
火星のつひでに幾たびも捜し出しfこ．火星が辻斬の浪人平なら，その近く
に朦朧と青白く見える星團は執念の鬼火でもあらう．旧臣，以上のナンセ
ンスを抹殺しても，蟹座の此の星團は，支那で「積戸氣」といふ無氣味な名
で傳へられてるることを注意しナこい．
　下戸氣は，言ふまでもなく積み重ねtこ死骸から立つ氣のことで，アレン
は“Exhalation　oF　Pile（1－up　Corpses”と直課してみる．洵に支那人ででもな
ければ思ひつきさうもない陰惨な名である、僕は關東大震の時の本所被服
廠の惨事を屡々想ぴ合すのである。積戸といふ名の星は，もう一つペルセ
ウス座のアルゴオルの直ぐ近くに在る．もしこれがアルゴオルの無氣味な
攣光に縁が♂）るのであると，星の剃1話でこ5に女怪メヂユサの蛇髪の生首
を懸けてみることなども聯想して，積　の名が興を加へて來るのだが，事實
は，こ・の部分の太闘士星の墳墓を司る星としナこ爲に設けナこ名に過ぎない．
　しかし蟹座の星團の積戸氣の名は實際の印象から來たものと，僕は考へ
てるる．こSの星宿を鬼宿と呼んでみるが，これも太陵の揚合と異なり，
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逆に柴戸氣から生れた下名のやうに思ふ．鬼宿は即ち蟹座プロパアで，
7δηθの四星，支那名では夫々鬼宿一，同二，同士，同四に相判する．
そして此の四星が中心に積戸氣を憎む四物形のことを，管窺輯要其他に「等
星賄方木櫃に似たり」とあるのは面白い．漢課の星の維雌鶏釈迦経では，
これを三星として「形書瓶に似ナこり」と書いてみる．
　積弊氣は印ち，ラテン名のプレセエペで有名な散開星團であるが，これ
も管岬町要を引いて見ると，「其中央に色白く粉禦の如きもの」とある．粉
紫も巧い形勢である．そして，「之れを氣とElふは但其氣を見るのみなれば
なり．之を戸と謂ふ蜘1巾に象どる所以の者なり」と説明してみる．祠1が亡
嬢のことであるのは言ふまでもない．鬼も幽鬼でその意味である．
　鬼と積　氣の名が，支那一流の星占ひの上で：不吉であることは察するに
難くない．鬼は「死亡疾病を主どり，祀事を主どる」し，一戸氣も「死喪祠
祀を主どる．一に鉄鑛とEJひ諒斬を主どる．」なほ，四門形の中に白氣を貼じ
ナこのを目と見ナこらしく．升平には「天目なり．視明を圭どり，姦謀を察す」
とある．僕は之れから埃及の壁書を屡々聯想する・
　今は火星が此の近くにるるが，此の星は支那では螢惑（けこいく）とも呼んで災
星として忌んでゐナこので，現在見る檬な天象は勿論緑なことではない・管
窺肝要にも「思惑鬼を犯すは黄帝占に曰く，女主勢を失ふなりと．一に曰
く，國に大喪あり．大臣諌せらると．……一に曰く内凱ありて兵大に起り，
城を屠るありて，白骨野に満つ」などとして，漢武帝建元六年の例を引き
「是の歳高困火災あり，寳太后崩す」と記録してみる．
　支那の迷信調べは際限もないから，以上で止めて置く．序でながら，佛
本刷行黙思に，月が鬼宿と合しナこ時時迦が降誕したとあるのは注意に値ひ
する．
　積P氣のラテン名プレセェペ（Preesepe）は秣槽（欝謬）の意味である．英語
では此の意味でmangerと言ってみるが，終漁では別にt“・一一ハdヴ（Beebive）
帥ち蜂集と呼んでみる．此の名は比較的近世のもので起原は分明でない相
である．ロバア5・ボオル氏の書の支那課，盧柏貝爾原著圃解天文學を見る
と，此の星團の項を「星團甚大．田光護散．或名曲爲蜂窩．人目所見．僅
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有一團自誓・約在γCancri之南．以ノ1・遠鏡窺之・甚爲美観・」と書いてみる・
　プレセエペの名は，γアセルス・ボレアリス（Asellus　Borealis）と，δアセル
ス●アウストラリス（Asellus　Australis）の二歩と關聯してみる．帥ち「北の
騙馬の子」と「南の騙馬の子」で，秣槽を扶んでみる姿と見る，二星を併
せて言ふ二合はAsellusの六二でアセリ（Aselli）と言ふ．耐話では．これ
はバッカスとヴアルカンの乗馬で，：巨一族との戦ひの時に噺いて敵を潰走
させナこ功で，秣槽もろとも星にして貰へたことになってみる・それで希臓
でも騨馬の意味で呼んでゐナこし，その天文學を傳：ヘナこアラビヤでも然うだ
った・降って中世紀には，耶蘇の生れた馬槽と見られ，駿馬の一匹は牛にな
つナこ．ドレイヤアの表ではN．G．　C．2632，，メツシエーの表ではM．44で
ある．
　天文的には此の星團を，ヒツパルコスは「旧い雲」，アラトスは「小い霧」，
5レミ　’一は「雲歌の黙」などの意味で呼んでゐナこ．十五六llt紀の頃は專ら
「蟹座の星雲」として知られて，奇妙にも三つに分れてみると見てゐt二・そ
れをガリレオが彼の望遠鏡で．iE膿を曝露するに至って，「プレセエペと呼ば
るる星雲は，一の星には非すして四十以上の小き星々の二丁なり．余はア
セリの他に三十の星を見ナニり．」と喪表した．囚みに僕はこれから毎度聯惣
するのは，我が橘南難が「奇器」といふ文で，寛政年中和泉の岩橋善兵衛
といふ者の作つナこ望遠鏡を見ナこことを書いたri貫に，「鬼宿申の白二巴を見る
に小星の聚りプこるなり」とあることである．今では，十八等星まで三百五
十八を算することが分ってるる．距離四百五十光年．
　プレセエペ星野と南北のアセルスとが，その1三門で晴曇を判断さす位の
ことは有りさうである．羅馬の博物學者プリニーは「もし晴夜にプレセエ
ペが隙るることあれば暴風至るの兆なり」と書いてみる．棚ってアラトス
の天文詩を記してみる．
　「まナこ凹き霧のやうなる『秣槽」を眺めよ．
　　：巨蟹宮の領域にして北に離れて俘べり．
　　そを挾むものは光淡き．二つの星．
　　一は北に，一つは南に在るものにて
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　　秣桶が隔つる二匹の騙馬なり．
　　晴れナこる夜にも秣槽忽然と清ゆれば
　　二つの星韓ぴ合ひて近づくとも見ゆることあり．
　　この時は風雨あるとも牧揚を浸すに至らす．
　　秣槽は噌く星は二つながら
　　攣るこ．となければ雨至る兆なり．
　　もし北なる騙馬雨雲に淡れて，
　　南なる騙馬輝きて見ゆれば
　　南の風起る．もし雨傘と光と
　　星を代ゆれば北の風の兆なり．」
　かうなると大分理窟が合はなくなって摩る．
　泰西の占星術では，星團や星雲はその朦朧ナこる印象から，いつも人聞に
禍を降らすものとされてみる．特にプレ七型ペは，既にトレミーが「盲目
を來らす」と折紙をつけてみる．そして，火星に相通する兇悪な性質であ
る爲め，今の様な天象ではその回りは二倍になって，疫病●破廉恥・盲目●虐
殺・惨死等の災禍を下すとある．猛烈な流行感冒や霧1吐蕃事件は此の爲だと
言ふのかも知れない．
　終りに，プレ献酬ペの最古の科挙的観察は，トレミーのアルマゲスト第
十巻に，帰山大帝の死後八十三年，木星（希臓ではゼウス）が秣槽の上を
過ぎナこと書いてあることである．これは西暦紀元前二四〇年九月三日の曉
天で　δCanCriを掩i乱したことになる．また　一八九五年六月には，海王
星を除く遊星が皆蟹座に集まつナこ．一五三一年にハレー彗星が出現したの
もここであっナこと言ふ．（e一）
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